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ホストを設定

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのホスト作成に
ついて

vCenter向けストレージプラグインを使用してストレージを管理するには、ネットワーク
内の各ホストを検出または定義する必要があります。ホストは、ストレージアレイ上の
ボリュームにI/Oを送信するサーバです。

ホストの手動作成

ホストの作成は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセスを許可
するために必要な手順の1つです。ホストは手動で作成できます。

• 手動--ホストを手動で作成するときに’ホスト・ポート識別子をリストから選択するか’手動で入力すること
によって’それらを関連付けますホストの作成後、ボリュームへのアクセスを共有する場合は、ボリューム
をホストに割り当てたり、ホストクラスタに追加したりできます。

ボリュームの割り当て方法

ホストからボリュームにI/Oを送信するには、ボリュームをボリュームに割り当てる必要があります。ボリュ
ームの作成時にホストまたはホストクラスタを選択するか、あとからボリュームをホストまたはホストクラス
タに割り当てることができます。ホストクラスタはホストのグループです。ホストクラスタを作成すると、同
じボリュームを複数のホストに簡単に割り当てることができます。

ホストへのボリュームの割り当ては柔軟性が高く、ストレージの特定のニーズを満たすことができます。

• ホストクラスタの一部ではなく、スタンドアロンホスト--ボリュームを個々のホストに割り当てることが
できます。ボリュームにアクセスできるのは1つのホストだけです。

• ホストクラスタ--ボリュームをホストクラスタに割り当てることができますボリュームには、ホストクラ
スタ内のすべてのホストからアクセスできます。

• ホストクラスタ内のホスト--ホストクラスタの一部である個別のホストにボリュームを割り当てることが
できますホストはホストクラスタの一部ですが、ボリュームにアクセスできるのは個々のホストだけであ
り、ホストクラスタ内の他のホストからはアクセスできません。

ボリュームの作成時に、論理ユニット番号（LUN）が自動的に割り当てられます。LUNは、I/O処理中のホス
トとコントローラの間のアドレスとして機能します。LUNはボリュームが作成されたあとに変更できます。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのホストアクセ
スの作成

vCenter向けストレージプラグインを使用してストレージを管理するには、ネットワーク
内の各ホストを検出または定義する必要があります。

このタスクについて

ホストを作成すると、ストレージアレイへの接続とボリュームへのI/Oアクセスを提供するホストパラメータ
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を定義できます。

ホストを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。

• ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. メニュー： Create [Host] をクリックします。

Create Host （ホストの作成）ダイアログボックスが表示されます。

4. ホストの設定を必要に応じて選択します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 新しいホストの名前を入力します。

ホストオペレーティン
グシステムのタイプ

新しいホストで実行しているオペレーティングシステムをドロップダウン
リストから選択します。

ホストインターフェイ
スタイプ

（オプション）ストレージアレイで複数のタイプのホストインターフェイ
スがサポートされている場合、使用するホストインターフェイスタイプを
選択します。

ホストポート 次のいずれかを実行します。

• * I/Oインターフェイスの選択*--通常’ホストポートはログインしており’

ドロップダウン・リストから使用できるようになっている必要があり
ますリストからホストポート識別子を選択することができます。

• 手動追加--ホストポート識別子がリストに表示されない場合は’ホスト
ポートがログインしていないことを意味しますHBA ユーティリティま
たは iSCSI イニシエータユーティリティを使用して、ホストポート識
別子を検索してホストに関連付けることができます。ホストポート識
別子を手動で入力するか、ユーティリティから（一度に 1 つずつ）ホ
ストポートフィールドにコピーして貼り付けることができます。ホス
トポート識別子は、一度に 1 つずつ選択してホストに関連付ける必要
がありますが、ホストに関連付けられている識別子をいくつでも選択
することができます。各識別子はホストポートフィールドに表示され
ます。必要に応じて、横の * X * を選択して識別子を削除することも
できます。

CHAP イニシエータシ
ークレットを設定する

（オプション）iSCSI IQNを使用してホストポートを選択または手動で入
力し、ストレージアレイにアクセスしてCHAP（Challenge Handshake

Authentication Protocol）を使用して認証するホストを必要とする場合
は、[Set CHAP initiator secret]チェックボックスをオンにします。選択ま
たは手動で入力した iSCSI ホストポートごとに、次の手順を実行します。

• CHAP 認証用に各 iSCSI ホストイニシエータに設定されたものと同じ
CHAP シークレットを入力します。相互 CHAP 認証（ホストが自身を
ストレージアレイに対して検証し、ストレージアレイが自身をホスト
に対して検証できるようにする双方向認証）を使用する場合は、スト
レージアレイの初期セットアップまたは設定変更時に CHAP シークレ
ットも設定する必要があります。

• ホストの認証が不要な場合は、このフィールドを空白のままにしま
す。現在使用されている iSCSI 認証方式は CHAP だけです。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

6. ホスト情報を更新する必要がある場合は、表からホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックしま
す。
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結果

ホストの作成が完了すると、ホストに設定されている各ホストポートのデフォルト名（ユーザラベル）が作成
されます。デフォルトのエイリアスは「 <Hostname_Port number>` 」です。たとえば、ホスト IPT に対して
最初に作成されたポートのデフォルトのエイリアスは「 ipt_1 」です。

完了後

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストに割り当てる必要があります。に進みます "ホストにボリュ
ームを割り当てます"。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのホストクラス
タの作成

複数のホストが同じボリュームへのI/Oアクセスを必要とする場合は、ホストクラスタを
作成できます。

このタスクについて

ホストクラスタを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

• クラスタの作成に使用できるホストが複数ない場合、この処理は開始されません。

• ホストクラスタ内のホストはオペレーティングシステムが異なっていてもかまいません（異機種混在）。

• ホストクラスタのNVMeホストをNVMe以外のホストと混在させることはできません。

• Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続でDAがサポートされてい
る必要があります。

ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付
けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. メニューを選択します。Create [Host cluster]（ホストクラスタの作成）。

Create Host Cluster（ホストクラスタの作成）ダイアログボックスが表示されます。

4. ホストクラスタの設定を必要に応じて選択します。

設定 説明

名前 新しいホストクラスタの名前を入力します。
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設定 説明

ボリュームアクセスを共有するホストを選択します ドロップダウンリストから2つ以上のホストを選択
します。このリストには、ホストクラスタにまだ含
まれていないホストのみが表示されます。

5. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

選択したホストが接続されているインターフェイスタイプのData Assurance（DA）機能が異なる場合、
ホストクラスタでDAを使用できないことを示すメッセージがダイアログに表示されます。この場合、ホ
ストクラスタにDA対応ボリュームを追加することはできません。続行するには「*はい」を選択し、キャ
ンセルするには「*いいえ」を選択します。

DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライブの間でデ
ータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。新しいボリュームに DA を
使用すると、すべてのエラーが検出されます。

結果

新しいホストクラスタが表に表示され、その下の行に割り当てられたホストが表示されます。

完了後

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストクラスタに割り当てる必要があります。に進みます "ホスト
にボリュームを割り当てます"。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのホストへのボ
リュームの割り当て

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストまたはホストクラスタに割り当てる必
要があります。

作業を開始する前に

ホストにボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ボリュームは一度に 1 つのホストまたはホストクラスタにのみ割り当てることができます。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（LUN）を複数
回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

• 新しいボリュームグループでは、すべてのボリュームが作成されて初期化されるまでホストに割り当てる
と、ボリュームの初期化時間が短縮されます。ボリュームグループに関連付けられているボリュームをマ
ッピングすると、すべてのボリュームの初期化速度が低下することに注意してください。

このタスクについて

ボリューム割り当ては、ストレージアレイ内のそのボリュームへのアクセスをホストまたはホストクラスタに
許可します。

このタスクでは、未割り当てのボリュームはすべて表示されますが、ホストがData Assurance（DA）対応か
どうかで処理は次のように異なります。
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• DA 対応ホストの場合は、 DA 有効、 DA 無効のどちらのボリュームでも選択できます。

• DA 対応でないホストで DA が有効なボリュームを選択した場合、ボリュームをホストに割り当てる前に
ボリュームの DA を自動的に無効にする必要があるという警告が表示されます。

次の場合、ボリュームの割り当ては失敗します。

• すべてのボリュームが割り当てられている。

• ボリュームはすでに別のホストまたはホストクラスタに割り当てられています。次の場合、ボリュームを
割り当てることはできません。

• 有効なホストまたはホストクラスタが存在しません。

• ホストポート識別子がホストに対して定義されていない。

• すべてのボリューム割り当てが定義されている。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て * をクリックし
ます。

ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。列をソートしたり、フィルタ
ボックスに何かを入力したりすると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

4. 割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーにあるチェックボ
ックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

5. [Assign] をクリックして、操作を完了します。

結果

ホストまたはホストクラスタへのボリュームの割り当てが完了すると、次の処理が実行されます。

• 割り当てられたボリュームに次に使用可能な LUN 番号が受信されます。ホストはこの LUN 番号を使用し
てボリュームにアクセスします。

• ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。該当す
る場合、ホストに関連付けられているボリュームの一覧には、工場出荷時に設定されたアクセスボリュー
ムも表示されます。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのボリュームの
割り当て解除

ボリュームへのI/Oアクセスが不要になった場合は、ホストまたはホストクラスタへの割
り当てを解除できます。

このタスクについて

ボリュームの割り当てを解除する際は、次のガイドラインに注意してください。
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• 最後に割り当てたボリュームをホストクラスタから削除する際に、特定のボリュームが割り当てられてい
るホストがホストクラスタにある場合は、最後に割り当てたボリュームを削除する前にホストに割り当て
られたボリュームを削除または移動してください。

• ホストクラスタ、ホスト、またはホストポートがオペレーティングシステムに登録されたボリュームに割
り当てられている場合は、その登録をクリアしてからこれらのノードを削除する必要があります。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. 編集するホストまたはホストクラスタを選択し、*ボリュームの割り当て解除*をクリックします。

現在割り当てられているすべてのボリュームを示すダイアログボックスが表示されます。

4. 割り当てを解除する各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーにあるチ
ェックボックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

5. Unassign *をクリックします。

結果

• 割り当てを解除したボリュームは新しい割り当てに使用できます。

• 変更がホストで設定されるまで、ボリュームは引き続きホストオペレーティングシステムで認識されま
す。

vCenter向けSANtricityストレージプラグインでのホストの設定
の変更

ホストまたはホストクラスタの名前、ホストのオペレーティングシステムタイプ、およ
び関連付けられているホストクラスタを変更できます。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. 編集するホストを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

ダイアログボックスが開き、現在のホスト設定が表示されます。

4. ホストのプロパティを変更するには、[プロパティ*]タブが選択されていることを確認し、必要に応じて設
定を変更します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 ユーザが指定したホストの名前を変更できます。ホストの名前は必ず指定
する必要があります。

関連付けられているホ
ストクラスタです

次のいずれかのオプションを選択できます。

• なし--ホストはスタンドアロンホストのままです。ホストがホストク
ラスタに関連付けられている場合は、ホストがクラスタから削除され
ます。

• <ホストクラスタ>--選択したクラスタにホストを関連付けます

ホストオペレーティン
グシステムのタイプ

定義したホストで実行されているオペレーティングシステムのタイプを変
更できます。

5. ポート設定を変更するには、[ホストポート]タブをクリックし、必要に応じて設定を変更します。
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フィールドの詳細

設定 説明

ホストポート 次のいずれかのオプションを選択できます。

• *追加-- Addを使用して’新しいホストポート識別子をホストに関連付け
ますホストポート識別子名の長さは、ホストインターフェイスのテク
ノロジによって決まります。Fibre ChannelとInfiniBandのホストポー
ト識別子名は、16文字にする必要があります。iSCSI のホストポート
識別子名は最大 223 文字です。ポートは一意である必要があります。
すでに設定されているポート番号は使用できません。

• *Delete *-- Deleteを使用して、ホストポート識別子を削除(関連付けを
解除)します。Deleteオプションを使用しても、ホストポートは物理的
には削除されません。このオプションを選択すると、ホストポートと
ホストの間の関連付けが削除されます。ホストバスアダプタまたは
iSCSI イニシエータを削除しないかぎり、ホストポートは引き続きコ
ントローラで認識されます。

ホストポート識別子を削除すると、そのホストとの関連付
けが解除されます。また、ホストはホストに割り当てられ
ているボリュームにこのホストポート識別子経由でアクセ
スできなくなります。

ラベル ポートラベル名を変更するには、* Edit *アイコン（鉛筆）をクリックしま
す。ポートラベル名は一意である必要があります。すでに設定されている
ラベル名は使用できません。

CHAPシークレット iSCSIホストにのみ表示されます。イニシエータ（iSCSIホスト）のCHAP

シークレットを設定または変更できます。システムは、チャレンジハンド
シェイク認証プロトコル（CHAP）方式を使用します。CHAPは初回のリ
ンク確立時にターゲットとイニシエータのIDを検証します。認証
は、CHAPシークレットと呼ばれる共有セキュリティキーに基づいて行わ
れます。

6. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

vCenter向けSANtricity Storage Pluginでホストまたはホスト
クラスタを削除する

ホストまたはホストクラスタを削除して、ボリュームがそのホストに関連付けられない
ようにすることができます。

このタスクについて

ホストまたはホストクラスタを削除する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ボリュームの割り当てはすべて削除され、関連付けられたボリュームを新しい割り当てに使用できるよう
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になります。

• ホストが属するホストクラスタに固有の割り当てがある場合、ホストクラスタへの影響はありません。た
だし、ホストが属するホストクラスタに他の割り当てがない場合は、ホストクラスタとそれに関連付けら
れている他のすべてのホストまたはホストポート識別子にデフォルトの割り当てが継承されます。

• ホストに関連付けられていたホストポート識別子の定義は削除されます。

手順

1. Manage （管理）ページで、ホスト接続があるストレージアレイを選択します。

2. メニューを選択します。 Provisioning [ ホストの設定 ] 。

Configure Hosts ページが開きます。

3. 削除するホストまたはホストクラスタを選択し、* Delete *をクリックします。

確認ダイアログボックスが表示されます。

4. 処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

結果

ホストを削除すると、システムは次の処理を実行します。

• ホストを削除し、該当する場合はホストクラスタからも削除します。

• 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

• 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

• ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。ホストクラスタを削除する
と、システムは次の処理を実行します。

◦ ホストクラスタとそれに関連付けられているホスト（存在する場合）を削除します。

◦ 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

◦ 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

◦ ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。
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